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人
暦
一
万
九
百
四
十
六
年
十
三
月
九
日

　
本
日
を
以
て
地
球
は
原
子
爆
弾
を
惹
起
し
、
大
爆
発
は
二
十
三
時
間
に
亘
っ
て
継
続
し
た
後
、
地
球
は

完
全
に
ガ
ス
状
と
化
す
。

　
尚
、
こ
の
ガ
ス
状
地
球
が
、
果
し
て
新
星
雲
に
ま
で
発
展
し
得
る
や
、
そ
れ
と
も
宇
宙
塵
と
し
て
低
迷

す
る
に
過
ぎ
ざ
る
や
、
目
下
の
と
こ
ろ
予
報
資
料
不
足
の
た
め
推
定
し
が
た
い
。

　
人
暦
一
万
八
百
年

　
地
球
は
今
や
第
五
氷
河
期
の
惨
禍
よ
り
脱
す
る
に
至
っ
た
。

　
気
候
は
殆
ん
ど
正
常
に
復
し
た
。

　
氷
は
北
緯
五
十
度
ま
で
、
及
び
南
緯
五
十
度
ま
で
、
蔽
う
に
過
ぎ
な
い
。

　
植
物
は
、
第
五
氷
河
期
襲
来
前
の
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
存
在
せ
ず
、
而しか
も
衰
弱
の
徴
が
著
し
く
、

漸
次
衰
滅
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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地
球
は
今
や
金
属
の
世
界
で
あ
る
。
彼
ら
金
属
の
智
能
と
意
志
に
よ
っ
て
、
絢
爛
た
る
新
地
球
が
建
設

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
球
は
大
工
事
に
よ
っ
て
形
状
を
修
整
さ
れ
た
上
、
公
転
の
絆
を
断
ち
切
っ
て

自
由
軌
道
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
大
工
事
や
自
力
運
行
の
た
め
、
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
幾
何
級
数
的
に
増
大
さ
れ
る
。

が
、
そ
こ
に
或
る
種
の
危
機
を
孕はら
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
人
暦
九
千
百
十
一
年

　
遂
に
第
五
氷
河
期
が
襲
来
！

　
月
は
遂
に
海
水
に
触
れ
崩
壊
す
る
。
そ
の
破
片
と
塵
土
は
地
球
全
面
を
蔽
い
、
空
は
暗
黒
と
化
し
、
続

い
て
気
温
降
下
が
始
ま
り
、
そ
れ
は
急
激
に
降
下
し
て
行
き
、
地
表
は
迅
速
に
氷
河
期
的
景
観
に
変
わ
る
。

　
植
物
の
凍
死
す
る
も
の
数
知
れ
ず
、
世
界
の
交
通
は
杜
絶
し
、
秩
序
は
も
は
や
保
た
れ
な
く
な
る
。
さ

し
も
の
世
界
支
配
族
た
り
し
可
動
植
物
た
ち
も
、
そ
の
生
物
的
弱
点
に
よ
り
生
存
を
脅
さ
れ
る
に
至
り
、

殊
に
彼
ら
の
無
反
省
な
本
能
主
義
は
、
こ
の
よ
う
な
天
災
に
対
す
る
用
意
を
欠
い
て
い
た
の
で
、
第
五
氷

河
期
の
襲
来
は
彼
ら
に
と
っ
て
致
命
的
打
撃
で
あ
る
。
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尚
、
当
時
残
存
し
た
約
三
千
名
の
地
球
人
類
は
行
方
不
明
と
な
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
地
底
定
住
の
努

力
半
ば
に
於
て
、
坑
道
内
で
死
滅
。

　
人
暦
八
千
百
九
十
四
年

　
支
配
当
局
の
厳
重
な
る
取
締
と
警
戒
に
も
拘
ら
ず
、
地
球
外
に
脱
飛
せ
る
地
球
人
類
の
総
数
は
、
こ
の

年
に
於
て
最
大
記
録
に
達
し
、
こ
の
一
年
間
だ
け
で
九
十
五
万
五
千
余
名
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
脱
飛

に
成
功
せ
ず
、
離
陸
以
前
に
於
て
植
物
の
た
め
取
押
え
ら
れ
処
刑
さ
れ
た
者
は
、
約
四
千
四
百
万
名
に
達

す
る
。

　
彼
ら
脱
飛
者
た
ち
の
多
く
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
龍
骨
座
密
集
星
図
に
属
す
る
ス
バ
ル
太
陽
系
の
七
個

の
惑
星
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
こ
の
宇
宙
移
住
に
成
功
す
る
た
め
に
は
最
短
路
を
と
る
と
し
て
約
一
千
光
年

の
距
離
を
翔
飛
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
実
際
に
目
的
地
へ
到
達
し
得
る
者
は
全
体
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ

ろ
う
。

　
し
か
し
地
球
人
類
と
し
て
は
、
植
物
よ
り
受
け
る
過
酷
な
る
圧
迫
に
よ
る
絶
望
と
、
第
五
氷
河
期
襲
来

の
予
測
と
に
よ
り
、
危
険
を
承
知
で
、
こ
の
最
後
の
賭
博
に
参
加
す
る
外
な
い
。
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人
暦
六
千
五
百
五
十
年

　
世
界
の
混
乱
は
極
度
に
達
す
る
。

　
混
乱
を
生
ず
る
因
子
は
、
何
と
い
っ
て
も
内
憂
外
患
の
激
化
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
球
外
の
他
の
惑
星

か
ら
の
侵
入
者
は
四
千
万
に
達
し
、
こ
れ
を
防
衛
す
る
地
球
植
物
と
地
球
人
類
と
は
実
力
に
於
て
常
に
不

利
な
る
立
場
に
あ
り
、
而
も
地
球
植
物
、
殊
に
可
動
植
物
は
地
球
人
類
を
服
従
乃
至
な
い
し
無
力
化
せ
ん
と
し
て

到
る
所
に
於
て
暴
行
を
事
と
し
、
史
上
最
高
の
暗
黒
時
代
で
あ
る
。

　
こ
の
混
乱
の
究
極
に
於
て
、
智
能
の
点
で
地
球
生
物
よ
り
段
違
い
に
す
ぐ
れ
て
い
る
他
の
惑
星
よ
り
の

侵
入
者
が
勝
利
を
占
め
そ
う
に
思
わ
れ
る
時
機
が
あ
っ
た
が
、
何
故
か
彼
ら
は
突
然
撤
退
を
開
始
し
た
の

で
、
宇
宙
の
侵
入
者
に
よ
る
禍
は
急
に
解
消
す
る
に
至
る
。

　
世
界
暦
二
千
二
百
年

　
人
類
は
地
球
の
支
配
権
を
遂
に
植
物
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
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人
類
は
最
早
到
底
、
そ
の
量
と
力
の
上
に
於
て
、
可
動
植
物
群
に
対
抗
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら

植
物
群
の
本
能
イ
ズ
ム
と
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
人
類
が
従
来
積
上
げ
た
あ
ら
ゆ
る
文
化
力
や
防
衛
力
を

笑
殺
し
、
無
慈
悲
に
蹂
躙
し
、
そ
し
て
無
残
に
破
壊
し
て
行
く
。
人
類
の
運
命
は
明
ら
か
に
傾
い
た
と
い

え
る
。

　
世
界
暦
二
千
百
五
年

　
第
四
氷
河
期
は
終
熄
を
告
げ
た
。

　
地
球
の
上
に
再
び
春
が
訪
れ
た
。
だ
が
、
深
刻
な
る
地
底
耐
乏
生
活
百
年
を
経
て
、
地
上
に
匍
い
出
し

た
人
達
は
、
氷
河
期
以
前
の
約
百
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
の
率
は
、
予
想
外
の
好
成
績
で
あ
る
。

　
地
球
上
に
、
春
は
訪
れ
、
夏
は
来
っ
た
。
百
花
開
き
、
樹
海
は
拡
が
り
、
黴
類
は
恐
ろ
し
く
生
成
し
、

地
球
全
体
は
緑
で
蔽
わ
れ
人
々
は
た
ら
ふ
く
野
菜
や
果
実
を
と
っ
て
悦
ぶ
。
だ
が
人
々
は
、
蠅
取
苔
が
人

間
に
噛
み
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
り
、
歩
行
す
る
植
物
に
出
会
っ
た
り
す
る
の
で
、
少
し
気
味
が
悪
く
な
る
。

　
世
界
暦
二
千
五
十
五
年
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第
四
氷
河
期
が
襲
来
！

　
北
太
平
洋
と
南
太
平
洋
と
に
於
て
、
激
烈
な
る
火
山
活
動
が
始
ま
り
、
そ
の
噴
出
物
は
天
空
に
舞
上
っ

て
太
陽
の
光
を
遮
断
す
る
に
至
る
。
か
く
し
て
氷
河
期
と
な
る
。

　
火
山
学
界
は
こ
れ
を
ほ
ぼ
予
報
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
程
度
に
つ
い
て
の
的
中
を
欠
き
、
た
め
に

世
界
国
家
の
用
意
は
十
分
で
は
な
く
、
惨
禍
を
前
に
し
て
呆
然
自
失
の
態てい
た
ら
く
。
蓋けだ
し
氷
河
期
の
災
禍

は
世
界
の
有
す
る
工
業
力
と
は
桁
ち
が
い
に
激
甚
な
の
で
あ
る
。

　
尚
、
不
幸
中
の
幸
と
も
い
う
べ
き
は
、
地
球
外
よ
り
の 

侵  

寇 

し
ん
こ
う

が
こ
の
天
災
の
た
め
に
終
熄
し
た
こ
と

だ
。

　
世
界
暦
二
千
一
年
十
三
月
十
三
日

　
宇
宙
戦
争
が
勃
発
す
る
。

　
オ
ウ
ピ
ア
ン
星
の
惑
星
キ
リ
キ
ズ
の
軍
事
主
義
民
族
軍
団
千
二
百
万
人
が
襲
来
す
る
。
侵
寇
の
目
的
は
、

地
球
を
そ
の
資
源
庫
の
一
つ
と
す
る
に
あ
り
、
殊
に
人
類
の
家
畜
化
と
い
う
穢
き
た
ない
欲
望
を
有
し
て
い
る
。
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地
球
防
衛
軍
は
大
苦
戦
に
陥
る
。

　
日
本
国
民
は
文
化
外
交
の
面
に
於
い
て
大
い
に
活
躍
し
、
相
当
の
収
穫
あ
り
。
尚
、
宇
宙
戦
争
の
勃
発

に
よ
り
、
第
三
次
世
界
戦
争
は
休
戦
と
な
り
、
急
転
直
下
し
て
世
界
同
盟
成
る
。

　
世
界
暦
二
千
年
一
月
十
九
日

　
大
西
洋
横
断
の
旅
客
機
と
貨
物
機
が
二
ヶ
月
前
よ
り
頻
々
と
し
て
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の

事
件
を
調
査
の
結
果
本
日
一
大
発
見
成
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
西
洋
の
赤
道
附
近
の
海
中
に
怪
賊
団
あ

り
、
従
来
行
方
不
明
な
り
し
人
々
は
海
底
の
船
艙
の
如
き
も
の
の
中
に
幽
閉
せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
が
明
か

と
な
っ
た
。

　
当
時
、
世
界
戦
争
中
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
戦
争
中
の
不
便
不
利
を
忍
ん
で
、
こ
れ
ら
の
俘
囚
の
奪
還

が
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
相
手
は
巨
大
な
る
反
撃
力
を
有
し
、
而
も
わ
れ
ら
の
知
識
に
全
然
な
き
武
器
を

有
し
て
居
て
、
奪
還
は
不
成
功
に
終
っ
た
。
そ
し
て
知
り
得
た
の
は
、
怪
賊
団
が
地
球
人
類
で
は
な
く
、

他
の
惑
星
の
生
物
群
の
組
織
す
る
遠
征
隊
乃
至
探
検
隊
ら
し
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
九
月
九
日
、

彼
ら
は
忽
然
と
し
て
、
大
西
洋
海
中
を
退
去
し
、
こ
の
種
の
事
件
は
跡
を
絶
っ
た
。
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世
界
暦
千
九
百
九
十
九
年
四
月
一
日

　
第
三
世
界
戦
争
が
勃
発
す
る
。
但
し
四
月
馬
鹿
で
は
な
い
。

　
世
界
暦
千
九
百
九
十
年

　
人
間
の
寿
命
は
無
限
と
な
し
得
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
そ
の
方
法
は
、
手
術
法
と
機
械
代
用
法
と
で
、

前
者
は
後
者
に
比
し
一
千
倍
高
価
で
あ
る
。

　
こ
の
成
功
は
、
世
界
中
を
歓
喜
せ
し
め
、
世
界
祭
が
三
ヶ
月
連
続
に
行
わ
れ
る
。
人
類
は
幸
福
の
絶
頂

に
あ
る
。

　
世
界
暦
千
九
百
八
十
年

　
火
星
探
検
は
不
成
功
に
終
る
。
火
星
上
陸
は
絶
対
に
不
可
能
と
決
定
さ
れ
る
。
蓋
し
、
火
星
上
空
に
あ
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る
宇
宙
塵
の
妨
害
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
火
星
に
は
生
物
は
な
く
、
植
物
は
繁
茂
し
て
い
る
が
、
下
等
の
も
の
ば
か
り
で
、
火
星
は
一
路

衰
滅
に
直
進
せ
る
こ
と
が
判
明
し
、
永
い
間
の
お  

伽    

噺  

と
ぎ
ば
な
し

が
御
破
産
と
な
る
。

　
世
界
暦
千
九
百
六
十
年
八
月
八
日

　
月
世
界
探
検
に
成
功
す
る
。
つ
づ
い
て
世
界
漫
遊
飛
行
会
社
設
立
し
、
旅
行
申
込
者
が
殺
到
す
る
。

　
世
界
暦
千
九
百
五
十
五
年

　
地
球
一
周
が
十
二
時
間
で
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
原
子
エ
ン
ジ
ン
の
完
成
を
見
た
た
め
で
あ
る
。

　
宇
宙
飛
行
の
企
業
が
盛
ん
に
な
る
。

　
世
界
暦
千
九
百
四
十
九
年
十
月
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日
本
の
食
糧
欠
乏
問
題
が
解
決
す
る
。

　
米
を
始
め
、
食
糧
は
す
べ
て
自
由
販
売
と
な
る
。

　
世
界
暦
千
九
百
四
十
七
年

　
飢
餓
の
た
め
日
本
人
死
す
る
も
の
続
出
。

　
〔
註
〕
　
右
の
予
報
省
告
示
は
、
省
員
が
精
神
も
う
ろ
う
状
態
に
予
測
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
多
分
こ

　
　
　
　
　
の
よ
う
な
暗
い
こ
と
だ
ら
け
の
予
報
は
全
然
的
中
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
料
せ
ら
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
腹
の
減
っ
た
る
人
間
と
い
う
も
の
は
ど
ん
な
妄
想
を
抱
く
に
至
る
か
と
い
う
医
学
的
資
料
と

　
　
　
　
　
し
て
参
考
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
敢
え
て
掲
載
す
る
次
第
な
り
。

　
〔
読
後
感
そ
の
一
〕
　
こ
の
予
報
省
告
示
は
、
そ
ん
な
に
暗
く
な
い
よ
。
人
類
は
や
が
て
、
ス
バ
ル
太

陽
系
の
惑
星
へ
宇
宙
移
住
し
、
か
の
地
で
繁
栄
す
る
の
だ
か
ら
、
明
る
い
じ
ゃ
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
学
生
）
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〔
読
後
感
そ
の
二
〕
　
ま
だ
二
年
経
た
な
い
と
、
食
糧
事
情
は
好
転
し
な
い
の
で
す
か
。
私
は
あ
と
一

年
で
回
復
す
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
の
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
子
沢
山
の
父
親
）

　
〔
読
後
感
そ
の
三
〕
　
こ
れ
が
本
当
な
ら
、
至
急
に
、
世
界
は
協
力
し
て
、
氷
河
期
対
策
調
査
事
業
を

起
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
婦
人
代
議
士
候
補
者
）

　
〔
読
後
感
そ
の
四
〕
　
ま
た
戦
争
だ
な
ど
と
、
そ
ん
な
不
吉
な
こ
と
を
い
う
な
よ
。
　
　
（
懲
々
生
）
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（
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日
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刷
発
行
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力
：
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美
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正
：
も
り
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つ
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日
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開
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青
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作
成
フ
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ル
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で
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入
力
、
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正
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た
っ
た
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は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

皆
さ
ん
で
す
。
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